
㈱R-CORPORATION外部評価事業部

地域密着型サービスの外部評価項目構成

項目数

Ⅰ．理念に基づく運営 8

１．理念の共有 1

２．地域との支えあい 1

３．理念を実践するための制度の理解と活用 3

４．理念を実践するための体制 2 　○項目番号について

５．人材の育成と支援 0 外部評価は20項目です。

「外部」の列にある項目番号は、外部評価の通し番号です。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 1 「自己」の列にある項目番号は、自己評価に該当する番号です。参考にしてください。

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 0

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 1

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 5 　○記入方法

１．一人ひとりの把握 1 ［取り組みの事実］

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と 1
　　見直し ［次ステップに向けて期待したい内容］

３．多機能性を活かした柔軟な支援 0

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 3

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 6

１．その人らしい暮らしの支援 4

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 2 　○用語の説明
家族等

合計 20 家　 族

運営者

職員

チーム

評 価 結 果 報 告 書 事業所番号 1471901254

＜認知症対応型共同生活介護用＞
＜小規模多機能型居宅介護用＞

法人名 特定非営利活動法人　優游の朋

訪問調査日 2019年3月28日

事業所名 グループホームひなたぼっこ

ヒアリングや観察などを通して確認できた事実を客観的に記入しています。

評価確定日 2019年3月31日

評価機関名 株式会社　R-CORPORATION

＝事業所の経営・運営の実際の決定権を持つ、管理者より上位の役職者（経営者と同義）を指
します。経営者が管理者をかねる場合は、その人を指します。

＝管理者および常勤職員、非常勤職員、パート等事業所で実務につくすべての人を含みます。

＝管理者・職員はもとより、家族等、かかりつけ医、包括支援センターの職員等、事業所以外の
メンバーも含めて利用者を支えている関係者を含みます。

次ステップに向けて期待したい内容について、具体的な改善課題や取り組みが期待さ
れる内容を記入しています。

＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

＝家族に限定しています。
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自己評価及び外部評価結果

【事業所概要（事業所記入）】 【評価機関概要（評価機関記入）】

評 価 機 関 名

所　　在　　地

法　　人　　名 訪 問 調 査 日 平成31年3月12日

事　業　所　名

（ 239-0843

名

名

名

7 名

1 ﾕﾆｯﾄ

自己評価作成日

※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報リンク先

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【地域密着型サービスの外部評価項目の構成】

外部評価項目

 1 ～  7

8

 9 ～ 13

14 ～ 20

事 業 所 番 号

所　　在　　地

サービス種別

定　 員　 等

グループホームひなたぼっこ

登録定員

通い定員

令和元年5月9日

神奈川県横須賀市津久井２－２－５１

宿泊定員

定員　計

平成31年3月31日
評  価  機  関
評 価 決 定 日

平成　30　年度

株式会社　R－CORPORATION

〒221-0835　横浜市神奈川区鶴屋町3-30-8ＳＹビル2Ｆ

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

事業の開始年月日

平成14年2月1日指 定 年 月 日

特定非営利活動法人　優游の朋

1471901254
平成14年2月1日

 1 ～ 14

　☑　認知症対応型共同生活介護

36 ～ 55

56 ～ 68

）

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

ﾕﾆｯﾄ数

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

評 価 結 果
市町村受理日

15 ～ 22

23 ～ 35

　□　小規模多機能型居宅介護

平成31年2月16日

Ⅴ アウトカム項目

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

●この事業所の運営は特定非営利活動法人優游の朋です。同法人は横須賀市と三浦市でグ
ループホームを2ヶ所運営しています。ここ「ひなたぼっこ」は京急「津久井浜駅」から徒
歩10分程の海岸に面した住宅地に位置しています。以前までは同市内の長沢にありました
が、平成31年2月に津久井に移転しました。以前は古民家を改修した木造建築でしたが、移
転後の建物は鉄骨造4階建で、以前は社員寮として使用していた2階から4階部分を使用し
て、以前と同じ定員7名の1ユニットで運営しています。2階部分はリビング、キッチン、広
い浴室、洗面所、トイレ、事務室等がある共有生活空間で、リビングは明るく、前面に津久
井浜の海を見渡せる眺望になっています。3階と4階は、居室、トイレ、収納庫等がある配置
になっています。各階は外階段でも上がれますが、安全面に配慮して各階の移動はエレベー
ターを使用して頂いています。建物は道路に面した場所に位置していますが、海岸線にある
国道程の交通量は無く、静かな環境下にあります。なお、リビングを含め、各居室にはベラ
ンダが設置されており、日光浴や外気浴等での活用も今後検討したいと考えています。
●管理者は、新たな津久井の地域の方々との交流を深め、入居者一人ひとりの日常生活能力
を把握し、利用者にとって必要な介護・介助を見極めながら安心して生活出来る環境を確
保・構築すると共に、必要な生活援助を提供していきたいと考えています。 また、旧来の
長沢地域の方々も、ボランティア活動を継続してくれるという話も頂いており、長年、長沢
の地で構築くしてきた関係性も継続され、新たな地域でも、更なる地域との交流が期待され
ます。
●職員は、長沢地区の職場から全員移動しており、利用者へのケアも継続して実施されてい
ます。開設以来長年在籍している職員が多く、利用者や家族との信頼関係も構築され、職員
間のチームワークも熟成されており、日々の気付き、ケアについての 振り返りも日頃から
話し合っています。利用者にとり、必要な介護・介助を見極めることで利用者の残存能力を
生かし、ADLの維持に心がけ、少しでも長く、自宅での暮らしと同じような生活が送れるよ
うに支援しています。

「グループホームひなたぼっこ」は長年お世話になっていた長沢を離れ、隣町の津
久井に移転することとなり、２月より新たなスタートをさせていただくことなりま
した。今後は津久井の地域の皆様との関係作りに注力し、併せて長沢で関わってく
ださった地域の方々のご厚意によりこれまでの馴染みの関係を継続してくださると
言うことで、より多くの方々に支えていただけるグループホームの実現に取り組み
たいと考えております。
ご利用者一人ひとりが心穏やかに生活を送ることができる安心と安全を提供するた
めに、家族・地域・他職種との連携に注力してまいります。

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

自己評価項目



56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 ○ 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

グループホームひなたぼっこ 事業所名

 ユニット名
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して実
践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交流
している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活か
している

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを行
い、そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えなが
ら、協力関係を築くように取り組んでいる

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

認知症介護に関する地域の社会資源として事業運営
すべく、自治会・民生委員・福祉推進員ほか、地域
との関係を密にしつつ、ご利用者の安心と安全な生
活を提供するための理念を掲げ、全職員がその理念
の下に日々サーピス提供に努めている。

開設当初からの理念「私たちは、ご利用者が安心し
て生活のできる生活環境の確保に努めます。」等か
らなる3項目の運営理念を移転後も変更することなく
掲げています。勤続年数の長い職員もおり、日頃か
ら意識して接することで実践に繋げています。管理
者は、日頃の支援が理念に沿ったサービス提供に
なっているかを確認しています。

今後の継続

平成３１年２月の移転に伴い、１８年に亘る長沢で
の地域との関係構築の経験を活かし、津久井におい
ても町内会の一員として定着し、運営推進会議以外
の場面でも様々な交流に努めていく。

長沢地区で17年間事業所運営を行って来ましたが、
新たに津久井地区への移転という事もあり、今後の
地域との係わり方や交流関係も新たに構築していく
必要性がありますが、長沢地区での地域との関係構
築の経験を活かし、津久井においても町内会の一員
として定着して、交流を深めたいと考えています。
既に、地元町内会の川尻町内会に入会希望を出し、4
月より町内会会員として活動する予定とのことで
す。また、長沢地域の方々も、ボランティア活動を
継続してくれるという話も頂いており、長年、長沢
の地で構築くしてきた関係性も継続され、新たな地
域でも、更なる地域との交流が期待されます。

今後の継続

これまで、地域行事にスタッフはもちろん、参加可
能なご利用者も積極的に参加し、認知症介護につい
ての理解を深めていただけるように努めてきてお
り、移転後においても同様に実現したい。地域のボ
ランティア団体からの定期的な訪問を通じて、交流
の場として活かしている。
これまでどおり地域の様々な役割を持った方が積極
的に多数参加していただけるよう、努めて働きかけ
ていく。その中で、当ホームからの状況報告や情報
提供にとどまらず、様々な貴重な情報やご意見をい
ただきたいと考えている。

運営推進合会議は、2ヶ月毎に開催しています。今回
は、津久井で3月23日に開催し、参加メンバーは、川
尻町内会会長、民生委員、家族代表で、事業所の新
たな状況報告や情報提供の他、地域の情報をいただ
き、意見交換を行っています。今後は、参加者を増
やしていきたいと考えています。

今後の継続

横須賀市は早くから連絡協議会が設置されており、
見学会や交流研修等で市との連絡は密であり協力体
制が整っている。

横須賀市の事業所が主体で行っているグループホー
ム連絡協議会で情報交換を行ない、他事業所とも合
同研修や職員交換研修も行っています。グループ
ホーム連絡会の研修は年6回と総会への参加をしてい
ます。横須賀市の担当とは密に連絡を取っていま
す。今後、市が主催する研修にも参加することで、
関係性を深めていきたいと考えています。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス
指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定
基準における禁止の対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ
機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見
過ごされることがないよう注意を払い、防止に努め
ている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関
係者と話し合い、それらを活用できるよう支援して
いる

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族
等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに
外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映さ
せている

虐待に該当することが何なのかを全員が理解してい
る。毎年、職場研修では基本的な部分を繰り返し学
び、６に同じく報道等で取り上げられる機会があっ
た時には、都度学ぶ機会として捉え、全員で虐待に
ついて考えるようにしている。

意見や要望は、日常的に誰もが受けることのできる
関係ができている。面会時を中心に、双方向でご利
用者の考えや思いなどが行き来する関係にあり、得
られた情報を運営に反映することに努めている。

運営に関する利用者、家族等からの意見や要望につ
いては、家族が面会に来られる時や運営推進会議の
中で意見を聞いています。在籍年数の長い職員が多
く、利用者や家族との信頼関係も構築されており、
日頃から意見を出しやすい雰囲気になっています。
なお、家族への情報提供として、利用者の状況を記
した月報を出しています。

今後の継続

開設当初から身体拘束は全く行っていない。身体拘
束の弊害を全ての職員が理解しており、なおかつ報
道等で取り扱われるような機会なども含め、周知徹
底するために年に複数回の研修を実施し、繰り返し
学んでいる。

身体拘束に対する指針を作成しており、開設当初か
ら今日に至るまで、身体拘束を行った事例はなく、
利用者が立ち上がっても、すぐに声かけするのでは
なく、見守りで対応することや言葉遣いによっては
行動の制限に繋がるということを職員に周知してい
ます。平成30年には、研修を3回実施し、事例を挙げ
ながら学ぶことで、身体拘束に関する理解を深めて
います。「スピーチロック」についての職員向けア
ンケートの集計中で、次の委員会の対応予定です。

今後の継続

制度の理解と活用法については外部の研修への参加
や職場内で研修を行っている。また、その必要があ
れば活用につなぐための相談窓口等も把握してい
る。

入居時に十分時間をかけ説明を行い、同意をいただ
いている。行き違いがないように、不明な点等があ
る場合には、遠慮なく問い合わせていただけるよう
に配慮している。
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11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案
を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状
況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、
各自が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の
整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と
力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしていくことを進めて
いる

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を
つくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向上させていく取
組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づくりに努めている

今年度、職員が受けるべき研修や施設内で必要な研
修を体系立てた計画を立案、実施している。職員同
士の互いに得た情報や学びの共有もしている。ま
た、業務で経験を積みつつ、介護福祉士や介護支援
専門員の資格取得を促している。

定例ミーティング時に様々な意見交換を行ってい
る、長く勤務している職員がほとんどで日常的に意
見交換が活発であり、風とおしの良い職員関係が構
築されている。

運営に関する職員の意見は、毎月の定例会議で意見
交換を行っています。個別で気になる職員がいる時
は、管理者から声を掛けて話を聞くようにしていま
す。職員の在籍年数も長く、職員間の関係も良好で
日頃から活発に意見交換も行われ、風通しの良い環
境になっています。

今後の継続

介護業界全体として、非常に厳しい状況にある中
で、全ての要望を受け入れることができない現状で
はあるが、法人として可能な範囲で対応することに
は努めている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

初期の段階での困りごと、不安なこと、要望につい
て解決する方向性を共に考え、援助することで信頼
関係を作ることはもちろん、時間の経過で変化する
様々なそれらのことについても、築きあげた関係の
中で日常的に本人の安心につなぐ関わりを実践して
いる。

市の連絡協議会、地域包括支援センター主催のミー
ティングなどに積極的に参加し、ネットワークの構
築を図りつつ、情報交換を中心に勉強会などで意見
交換を行っている。
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮
らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本
人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えて
いく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所と
の関係が途切れないよう、支援に努めている

入居に際しては環境の大きな変化を伴うことから、
入居時・入居後1週間後・入居後1か月を目安に、双
方で連絡を取り合って話をする機会を持つように心
がけている。その結果、ご家族との関係を深めるこ
との足掛かりとなる。

ご利用前までの生活とは環境が異なることから、必
要とする支援が明らかに変化することも多く、実際
の生活の中から「その時」に必要な支援を見極める
ように努めている。

スタッフが一方的に介護を提供する立場にならない
よう、日頃からゆったりと関わることのできる環境
を確保し、生活の営みでご利用者にできることは見
守りつつ、感謝の気持ちを伝えている。

グループホームをご利用にするに至ったご家族それ
ぞれの理由があることから、可能な範囲でご協力い
ただいている。月に1回の生活記録を通じてご利用者
の様子を伝えつつ、必要に応じて連絡を取り合える
関係ができあがっており、ご家族との協力関係は良
好である。

事業所が長沢にあった当時にご利用者が楽しみにし
ているボランティア訪問について、ご厚意により津
久井まで来ていただくことができ、馴染みの関係が
途切れることなく続けてもらうことができている。

利用者の重度化もあり、馴染みの方との交流も難し
くなってきていますが、地域町内会等と交流を深
め、馴染みの関係の構築に努めています。長沢地区
から移転したため、近隣の北下地区ボランティアセ
ンターに働きかけすることも考えています。なお、
長沢地区のボランティアの方が、津久井まで、月2回
来て頂ける等、長沢地区で築いた関係も継続して行
われています。また、利用者のなじみの場所へ、ド
ライブがてらに住んでいた家に寄る等の個別対応も
行っています。

今後の継続
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せず
に利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援
に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に
努めている。困難な場合は、本人本位に検討してい
る。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努め
ている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力
等の現状の把握に努めている

退居された後も、当ホームの様子をうかがいに電話
をくださったり、訪ねてきてくだったりの関係が続
いているご家族もおられ、開設当初から良い関係が
続いている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

食事や余暇の時間など、ご利用者同士での談笑が多
く見られる中、耳が不自由で上手くいかない場面な
どがあれば、スタッフがさり気なく間に入ったり、
孤立しがちなご利用者に対してはスタッフが傍で過
ごすことで、他利用者さんとのコミュニケーション
機会を作るなどの対応を心がけている。

一人ひとりの思いやその方なりの価値観を尊重して
いる。ご本人・ご家族が「こうありたい」「こうい
う生活を送りたい・送ってもらいたい」といった意
向に沿えるよう、言葉だけでなく表情からも察知す
るように努め、支援している。

一人ひとりの思いや利用者なりの価値観を尊重した
対応を心がけています。言葉や意思表示が難しく
なってきた方には、 日々の関わりの中で表情からも
察知するようにしています。入居時の利用者や家族
の情報も参考にし、「こうありたい」「こういう生
活を送りたい・送ってもらいたい」といった意向に
沿えるよう支援を心がけています。

今後の継続

ご家族の来訪時、来客時、入居前の面接時、入居前
の担当ケアマネ等あらゆる情報源から情報収集し、
より深く一人ひとりを把握できるように努めてい
る。とはいえ、言いにくいことなどもあると推察さ
れることから、大切なことは入居後の関わりの中か
ら得られるものも多くある。

グループホームでの生活がご自宅で過ごされていた
一日の流れに沿うよう、ご本人の心身の状況に合わ
せた必要な援助を見極めるよう心掛けている。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個
別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践
や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対
応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援
やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮
らしを楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きなが
ら、適切な医療を受けられるように支援している

毎月の職員会議時に担当者会議を実施し、モニタリ
ングを行うことと併せ、細かな変化やそれに対する
対応について話し合いを行い、介護計画に反映させ
ている。

毎月の会議時に担当者会議を実施しています。より
深く現状を把握するためにケアミーティ ングと称す
る会議を実施し、些細な変化も見逃さず、現状に即
した支援になっているか話し合い、課題や対応につ
いて検討し、介護計画に反映させています。介護計
画は、モニタリングの実施と6ヵ月毎の更新を行って
います。特別な変化があれば、随時対応していま
す。

今後の継続

個別記録は利用者ごとでケアする内容が異なること
から、介護計画に沿う形での書式とすることによ
り、介護計画とリンクしやすいものにしている。ス
タッフだけでなく、家族に向けて郵送するものでも
あることから、わかりやすい記述を心掛けている。

生活全般に亘って、状況により生じるいろいろな
ニーズに対し、あらゆる面で工夫したり柔軟に対応
するよう心掛けている。具体的には、ご家族の宿泊
や外出時の送迎など、ご利用者ご本人の希望や要望
の実現に必要な援助を提供している。

長沢での事業運営時同様、民生委員・町内会・ボラ
ンティア・地域包括・消防・近隣住民・学生・商店
等様々な方の協力を得て、安心で安全な暮らしを確
保できるよう努める。

医療機関については、入居時の説明により決めてい
ただいている。適切な医療が受けられることが前提
にあることから、専門医による定期的な診察が必要
な方についてはかかりつけ医からの紹介により他の
医療機関にかかることも。歯科については必要に応
じて往診の準備がある。

入居時に事業所の協力医について説明した後に、利
用者と家族の意向を尊重して主治医を決めて頂いて
います。従来のかかりつけ医がない場合は、提携先
の主治医を紹介しています。内科は月1回の訪問診療
があり、歯科は、必要に応じて往診があります。ま
た、看護師は週1回、利用者の体調管理を行っていま
す。

今後の継続
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて
相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けら
れるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
また、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。又は、そう
した場合に備えて病院関係者との関係づくりを行っ
ている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段
階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でで
きることを十分に説明しながら方針を共有し、地域
の関係者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は
応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力
を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用
者が避難できる方法を全職員が身につけるととも
に、地域との協力体制を築いている

介護スタッフの日頃の健康管理上の気づきを申し送
りノートに書き留めたり、緊急度の高い事案につい
ては速やかに看護師に連絡を取り、対応することが
できている。

小さなことでも医療機関と相談しあえる関係が整っ
ており、早期退院等のご家族の希望にも親身になっ
て相談に応じてもらえる関係が整っている。

自主訓練・消防署との総合訓練を定期的に実施して
いる。移転に伴い、運営推進会議を通じ地域の方に
も協力体制のご理解をいただけるよう努めたい。

今年度の消防訓練は、年2回実施し、内1回は消防署
職員の立会いの下で総合訓練を実施しています。津
久井に移転後も、海岸が近く、ハザードマップ、避
難場所等の確認をしています。移転後の運営推進会
議で、地域の方々に災害時の協力をお願いしていま
す。しかし、現在の建物は鉄骨造4階建、屋上利用も
可能なため、近隣への対応をどうすべきか、今後の
検討課題としています。備蓄は、利用者の薬(1週間
分)、お米(常時10kgは保存)、缶詰類の食料品、衛生
品等を準備しています。

今後の継続

入居時から話し合いを重ねながら、状況の変化に伴
い方向性や具体的なケア内容を検討し、納得のいく
方法を選択している。看取り介護の要望に対して
は、ご本人・ご家族のケア、職員のケアなど丁寧に
実施している。また、そのための研修も継続してい
る。

重度化した場合や終末期のあり方について、入居時
から利用者及び家族と話し合いを重ねていますが、
状況の変化に伴い、具体的なケア内容を検討し、利
用者や家族の意向を尊重して、最善の方法を決めて
います。
看取りの必要がある場合は、医師の確認を取り、家
族と看取りに関する契約書類を作成します。なお、
ターミナルケアの研修は、看護師又は医師に講師を
依頼して学び、実際にターミナルケアを終えた際
は、対応した職員を含め、皆から意見を出してもら
い、振り返りを行っています。

今後の継続

応急手当や初期対応については、スタッフの多くが
身につけており、定期的に緊急時の対応についての
おさらいと見直しなども行っている。看護師からも
適切なアドバイスがある。
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36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己
決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人
ひとりのペースを大切にし、その日をどのように過
ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や
食事、片付けをしている

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

人格・人権の尊重について、職業倫理に照らし合わ
せ、我々の職種に求められる行動規範を振り返り確
認することを行い、日頃から誇りやプライバシーが
損なわれることがないように心掛けている。

利用者一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確
保は重要な事であり、事業所の倫理規定にも定めら
れ、職員自ら自己点検を強化し、人格を損ねること
のない対応に留意しています。また、毎年研修でも
取り上げて 勉強していますが、新たな気持ちで勉強
できるように毎回違う事例を挙げなから職員で考え
て 話し合うことで理解を深めています。

今後の継続

スタッフのそれぞれがご利用者各々からの希望や要
望を受け止めることができるように努め、ご本人が
決定したことについては全スタッフがサポートでき
る体制をとっている。

一人ひとりの思いや考えに耳を傾け、表情も含め希
望を受け止める・察知するような対応をしている。
業務優先ではなく、パーソンセンタードケアの考え
方に基づいて暮らしを支援している。

個性・こだわり・好み等を大切に希望に沿って支援
している。季節や場面ごとのおしゃれも楽しんでい
ただけるようお手伝いをしている。

居間は、調理の音や香りが漂う位置にあり、食事の
時間近くになるとメニューをお伝えしたり、お祝い
の時にはメニューのリクエストを取ったりしてい
る。また、野菜の下処理などの作業については、ご
利用者から率先してやってくださることもある。

食事が楽しみなものになるように、事業所開設当初
から、自前で献立を考え、食材を小売店等から調達
し、調理しています。リビングはキッチンとつな
がっており、調理の音や香り等でも食事が楽しむこ
とが出来ます。誕生日や行事のある時は、メニュー
のリクエストを取ることもあります。後片付けは、
利用者が積極的に食器拭きやテーブル拭きを行う
等、自然と役割が生まれています。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確
保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じ
た支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人
ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをし
ている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの
力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの
排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や
運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽
しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めて
しまわずに、個々に応じた入浴の支援をしている

食事は野菜を中心としつつバランスの良く提供する
ことに努めている。時間や回数にこだわらず、ご本
人の体調・力量、ペースや習慣に合わせることにも
配慮している。水分については不足になりがちなご
利用者に関しては、モニタリングするようにしてい
る。

ADLと精神状態を考慮し、朝晩２回行っている。ご利
用者によっては歯科往診からのアドバイスや指示の
下で日々の援助を実践している。

排泄能力とパターンを把握して上で、できる限りト
イレ、あるいはポータブルトイレでの自然排泄がで
きるよう支援している。おむつを使用されるご利用
者についても、１日1回は便座に座っていただくこと
ができるよう対応している。

1人ひとりの排泄パターンを把握し、出来る限りトイ
レで排泄が出来るように誘導しています。尿意の無
い方も、様子を見ながら声かけして、トイレにお連
れしています。おむつを使用している方もいます
が、1日1回は 便座に座っていただくように支援して
います。便秘対策では、オリゴ糖やヨーグルト等を
摂取して頂き、自然排泄を促すようにしています。

今後の継続

便秘に伴い緩下剤を服用しているご利用者に対して
は、基本的に水分摂取量が少ないことに着眼し、水
分提供量の確保はもちろん、オリゴ糖やヨーグルト
の摂取を取り入れている。排便周期が長期化するこ
とのリスクを考慮し、坐剤を利用することもある。

入浴の曜日や時間は基本的には自由であり、ご本人
の判断で入浴時間を決められる方がおられる一方
で、多くの方はスタッフからの促しが必要で、ご本
人の気分や体調に合わせて入浴を支援している。こ
こ数年は夏場が異常に暑いことから、体調管理の観
点でシャワー浴も選択肢としている。

入浴の曜日や時間は利用者の意思を尊重して入浴支
援を行っています。週2回の入浴を基本とし、それ以
上を要望される場合は、随時対応しています。津久
井に移転後は、浴槽が大きくなったため、入浴介助
もしやすくなりましたが、安全面に留意しながら対
応しています。季節に応じたゆずや菖蒲湯などを取
り入れています。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、
休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援し
ている

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法
や用量について理解しており、服薬の支援と症状の
変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人
ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽し
みごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援に努めている。また、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられるように支援し
ている

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解して
おり、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持
したり使えるように支援している

個々の生活リズムに合わせており、日中の休息はも
ちろん、夜間の睡眠に関しても、巡回が睡眠の妨げ
にならないように配慮している。オムツ類を使用さ
れている方については排泄パターンの把握によって
その方に合ったものを使用することでむやみな点検
や交換とならないように配慮している。

処方されている薬の服用目的、用法、作用・副作用
を理解している。体調の変化や日々の変化を観察
し、往診時あるいは臨時往診時等に適宜、経過報告
を行っている。

一人ひとりの個性と強みに合わせ支援している。家
事への参加、外出に伴う買い物、ボランティア訪
問、歌番組テレビ鑑賞、自室での読書など、趣味趣
向でその方らしさを発見することも多いく、支援を
通じてその広がりにも今後目を向けていきたい。

一人での散歩や外出などの個別の要望をどのように
実現していくのか、あきらめずに検討している。外
出については体力・体調と気候等を見極めて、必要
に応じて自動車での送迎を行っている。

個々の要望に応じた外出支援を心がけ、ドライブ、
散歩、買い物等、出来る範囲で出かけています。利
用者一人での散歩や外出を好まれる方に対して、そ
の要望をどのように実現していくのかが、検討課題
となっています。また、長沢の時に実施していた季
節行事なども同様に予定し、外の季節感を感じても
らえるように心がけた支援を行います。外出が難し
い方は、リビングや各居室についているベランダを
活用して、外気浴を行い、海や周囲の木々を見なが
ら季節を感じてもらうように支援する予定です。

今後の継続

ご本人の能力とご家族の希望を踏まえ、多くのご利
用者は当方での対応となっている。自己管理されて
いる方については、お買い物の外出に出かけること
がある。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
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外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙の
やり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用
者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫を
している

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談し
ながら、使い慣れたものや好みのものを活かして、
本人が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

外部と連絡を取りたい状況でのダイヤルのプッシュ
介助を介して通話していただいたり、かかってきた
電話を取り次いだりし、希望に応じ対応している。

共用部には１フロアーに集約されている。陽当たり
の良い十分な広さのある居間・食堂からは大きな窓
越しに東京湾を眺めることができ、のんびりと過ご
すことのできる雰囲気がある。また、トイレは自動
での換気扇が作動し、不快な臭いが充満しない工夫
がされている。広々とした浴室はゆっくりと利用で
きるよう複数スタッフで安全確保している。

津久井の建物は鉄骨造4階建で、皆が過ごすリビング
は2階に位置し、前面には海原を望むことができま
す。朝夕に、海の色が変わる様子は、身も心も穏や
かにしてくれる景色で、双眼鏡を使って観ている方
もいます。リビングは、自然と皆が集まれるような
アットホームの雰囲気を意識し、寛ぎやすいように
ソファーも配置されています。まだ、移転して日数
が浅い為、必要不可欠以外の掲示物等は少ないので
すが、リビングには季節の装飾を行うようにして、
季節感を感じられるようにしています。

今後の継続

共用空間は誰もが自由に使え、独りになったり、交
流したりと思い思いに過ごすことができる。ご利用
者の表情や言動を常に意識し、どうありたい状況な
のかの見極めにを通じて、心地よく過ごせるように
スタッフが配慮している。

生活空間や物品は一般家庭となんら変わりないも
の、使い慣れた愛用のものを持ち込んでいただいて
いる。必要以上の入室は控え、整理整頓等が必要な
場合にはさりげなく対応したり、ご本人立会いの下
で一緒に行うようにしている。

居室は、3～4階のフロアにありますが、トイレも各
フロアーに完備されているので、2階に下りなくても
済ませられるようになっています。電灯、ベット、
エアコン、クローゼットは完備されており、入居時
には、家庭の延長として、生活して頂けるよう、使
い慣れた物や思い出の品を持ち込んで頂くように伝
えています。クローゼットは広く、必需品等は収納
できるようになっているため、居室内はゆったりと
使用できるスペースが確保されています。また、各
居室にはベランダがあり、管理者は、今後の使用方
法を検討中です。居室への必要以上の入室は控え
て、整理整頓は職員がさり気なく行ったり、利用者
と共に行う等、プライベートを大切にしています。

今後の継続

ご利用者個々の持つ力に応じ、生活動線に必要な援
助を行っている。危険回避のための手立てを施した
上で、ご自身の「できること」「わかること」を活
かしていただき、できる範囲での自立での生活を実
現している。
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事業所

作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1
1
.
2

　移転に伴い、新しい
地域での関係が弱い

　新しい地域で信用と
信頼の得られる安定的
な運営を実現する

1年間

2 13
　新規事業展開を目指
しての後継者育成

　管理者相当の人材を
育成し、新規事業を展
開できる体制を整える

1年間

3 13 スタッフの高齢化

　高齢スタッフの適性
業務を見直し、長期就
業できる働き方を提案
する

1年間

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

ひなたぼっこ

平成31年3月31日

目　　標
目標達成に向けた

具体的な取組み内容

目　標　達　成　計　画

　地域の住民の一員と
して町内に属し、地域
行事などへの参加と併
せ、運営推進会議を通
して当施設の情報発信
と意見交換を積極的に
行い、一日も早く開か
れた施設として機能さ
せる

　若手の資格条件を満
たすスタッフを中心と
したチームに編成し直
し、OJTを通じて運営全
般を習得してもらう

炊事・洗濯・掃除など
の家事中心とした働き
方や勤務時間の短時間
化等、無理のない雇用
条件を見出す。

グループホーム
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